
ー2ー

様々な事情で、どうしても還付のための申告が期限内にできなかったと
いうこともあるかと思います。そんな人のために税法では『還付申告』と
いう制度があります。

所得税の確定申告期間は原則として２月１６日から３月１５日
まで（年により閉庁日の関係等で異なることがある）なので、
混同しないように注意してください。

確定申告は６月から納付する住民税の計算に影響するこ
とから、時間の経過によっては本来享受できるメリットを
失う可能性があります。年末調整で所得額が多くなったが、
医療費控除を行えば少額になるという場合に、還付申告を
遅らせると、住民税は高額のままになってしまうのです。
さらに自治体の公的サービスの多くは、住民税の計算の

ベースである所得額を元に判断されるため、生活の様々な
面に影響を及ぼす可能性もあるのです。

しまっておいた医療費の
領収書が後から出てきた

昨年末に組んだ住宅ローン
申告が間に合わなかった

保険や高額療養費の金額が
確定しなかった

退職したことで年末調整し
ないままだった

ふるさと納税について
ワンストップ特例の申請も
確定申告もやっていない

翌年から５年間も期限が先であれば、
わざわざ込み合う３月１５日までに
申告する必要はないのでは？

確定申告期限とは関係なく、その年の翌年１月１日から５年間

【例えば２０２１年分なら】

２０２７年３月１５日ではなく、２０２６年１２月３１日までとなります。


